
第１１号 

平 衡 ① 
 「平行」ではありません「平衡」です。数学で言うところの平行は、決して交わることのない直線の意味で
すよね。「まったく意見が嚙み合わない。話し合いは平行線。」などという使われ方をします。ところが、平
衡という言葉は、一般に耳にすることはありませんよね。私も化学の教科書で、「ルシャトリエの原理」あた
りで、平衡状態、平衡移動、電離平衡などという単語を目にする以外は聞いたことがありません。あれ？ルシ
ャトリエの原理ってなんだっけ。「平衡状態になっている系の圧力・温度などの条件を変えると、その条件の
変化が小さくなるような方向に平衡が移動して、新しい平衡状態に達する。」という原理。そもそも平衡状態
って何よ？可逆反応において、正反応(左から右)と逆反応（右から左）の反応速度が同じになっているため
に、あたかも止まっているように見える状態のことです。高校生はこんな問題をとかされています。 

答えは、温度を低くして、圧力を高くすればよい。となるのですが、温度の影響はこの反応の場合発熱反応
であることに由来し、圧力は原系（左側）の４mol が生成系（右側）で２mol になっている（減っている）こと
に由来しています。足りないところを補おうとするのは、自然の摂理なのかな。次回②につづく。 
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問題 アンモニアの合成反応は可逆反応で、発熱反応である。 

N2(g) + 3H2(g) = 2NH3(g) + 92kJ 

N2と H2を 1mol:3mol の割合に混合し、500℃、20MPa で反応させると、NH3の濃度が混合気体中の約

20vol%に達したところで平衡状態になり、この温度・圧力のもとでは NH3の濃度はこれ以上大きくなら

ない。平衡時の NH3の濃度をもっと大きくするためには、温度と圧力をどうすればよいか。ルシャトリ

エの原理によって判断せよ。 


